
大東文化大学 語学教育研究所 広報（2024 年 11 月） 

講演者紹介：小倉孝誠先生（慶應義塾大学教授） 

1956年生まれ、青森県出身。パリ・ソルボンヌ大学文学博士。 

2011年日本翻訳出版文化賞、2018年福澤賞。専攻はフランスの文学と文化

史。主な近著に、『〈女らしさ〉の文化史 性・モード・風俗』（増補改訂

版、中央公論新社、2024）、『ボヘミアンの文化史 パリに生きた作家と芸

術家たち』（平凡社、2024）、『批評理論を学ぶ人のために』（共著、世界思

想社、2023）、『歴史をどう語るか』（法政大学出版局、2021年）がある。 

 

 

 

 

 

 

講演会のお知らせ 
 

2024 年度、第 3 回講演会を下記のとおり開催いたします。 

ふるってご参加くださいますよう、ご案内申し上げます。 
 

記 

日  時 : 2024 年 12 月 11 日（水） 

16 時 45 分～18 時 15 分（５時限） 

会  場 : 板橋キャンパス 3 号館 3-0111 教室 

講演者 : 小倉 孝誠 先生（慶應義塾大学教授） 

演  題 : 外国語を学ぶことで何が変わるのか 

概  要： 大部分の学生は、大学に入ってから英語以外の外国語を学びます。学習

する言語が何であれ、新たな外国語との出会いは新たな世界との出会いに

つながります。人間が自己を知り、成長するためには他者と遭遇し、未知の

ものと対峙することが必要ですが、そうした他者や未知の典型が外国語でし

ょう。フランス語と文学の教員である講演者が、みずからのフランス語との出

会い、若い頃の留学体験をまじえつつ、外国語と文学をつうじて世界と人

間をどのように捉え直せるかを考えます。 

以上

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：語学教育研究所【問い合わせ先 E-mail : daitogoken@gmail.com】 

※事前申し込み不要でどなたでもご参加いただけます。 

mailto:daitogoken@gmail.com】

